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冬
は
暖
房
機
器
や
給
湯
器
の

使
用
頻
度
が
高
ま
る
な
ど
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
用
さ
れ

る
時
期
で
す
。「
も
っ
た
い
な

い
」の
心
で
、
日
常
生
活
内
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ス
マ
ー
ト
に

使
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
し
、
電
気
代
な
ど
の
光

熱
費
も
抑
え
て
、
お
財
布
に
も

優
し
い
賢
い
暮
ら
し
方
が
大
切

で
す
。

　
生
活
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成

に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
、
そ
し
て
地
球
に

や
さ
し
い
賢
い
暮
ら
し
方
を
実

践
し
ま
せ
ん
か
。

■
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
　
普
段
の
生
活
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
賢
い
暮

ら
し
方
を
紹
介
し
ま
す
（
上
の

図
）。

■
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
よ
う
「
家
庭
向
け
低
炭
素
化

普
及
促
進
補
助
金
」
　
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を

減
ら
し
低
炭
素
化
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
こ
れ
と
連

携
し
た
電
気
自
動
車
や
蓄
電
池

な
ど
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
機
器
・
金
額
な
ど

　
左
の
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。
①
自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
機
器
を
設
置
す
る
②
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
③
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
な
ど
。

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
政
策

課
☎（
632
）２
４
０
８
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
や
、
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
日
常
の
小
さ
な
選
択
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
力
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
が
積
み
上
が
る
こ
と
で
、

地
球
環
境
を
よ
り
良
い
方
向
へ

変
え
る
大
き
な
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
「
賢
い

暮
ら
し
方
」
で
、
未
来
を
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課
☎（
632
）２
４
０

９

　
本
市
の
冬
日
と
真
夏
日
の
年

間
日
数
の
推
移
（
右
の
表
）
を

見
る
と
、
冬
日
が
減
っ
て
冬
が

暖
か
く
な
り
、
真
夏
日
が
増
え

て
夏
が
今
ま
で
よ
り
も
暑
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
１
度
上
昇
す
る
と
、

洪
水
や
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
、
３
〜
４
度
上
昇
す
る

と
、
地
球
上
の
生
物
種
の
40

パ
ー
セ
ン
ト
が
絶
滅
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
環
境
に
優
し
い
行

動
を
し
て
、
こ
う
し
た
深
刻
な

問
題
を
回
避
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は
、

「
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
、
２
０
１
３

年
度
比
で
26
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

す
る
と
い
う
目
標
達
成
の
た
め

に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
省
エ

ネ
・
低
炭
素
型
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
・
行
動
な
ど
、
温
暖
化
対

策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
賢
い
選

択
を
促
す
国
民
運
動
」
の
こ
と

で
す
。

　
例
え
ば
、
エ
コ
カ
ー
を
買
う
、

エ
コ
住
宅
を
建
て
る
、
エ
コ
家

電
に
す
る
と
い
う
「
選
択
」
、

高
効
率
な
照
明
に
替
え
る
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
い

う
「
選
択
」
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

は
じ
め
、
低
炭
素
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
実
践
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
「
選
択
」
で
す
。

8

「もったいない」の心で冬の賢い暮らし
12月は地球温暖化防止月間

　地球温暖化の大きな原因は、二酸化炭素などの温室効果
ガス排出量の増加です。
　今回は、冬こそ家庭でできる、二酸化炭素の排出を減らす
ための「賢い暮らし方」について紹介します。

※それぞれの写真は、どのような「もったいない」
　だと思いますか。詳しくは、欄外へ。
※それぞれの写真は、どのような「もったいない」
　だと思いますか。詳しくは、欄外へ。

宇
都
宮
の
平
均
気
温
も

２
度
上
昇

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る

賢
い
選
択
　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

冬
こ
そ
考
え
よ
う

賢
い
暮
ら
し
方

あ
な
た
が
選
べ
ば

未
来
は
変
わ
る

HP

　年末年始は、忘年会・新年会などが多い時期で
す。宴会での食べ残し量は、ランチ・定食の5倍と
も言われています。食べ残しを減らすことは、焼
却処分による二酸化炭素などの発生抑制など、地
球温暖化の防止にもつながります。

　まだ食べら
れるのに、捨
ててしまうの
は「もったい
ない」。捨て
られてしまう
食品を減らす
ため、「もった
いない残しま
10」運動を実
践しましょう。

忘年会・新年会でも実践しよう
もったいない残しま10運動
忘年会・新年会でも実践しよう
もったいない残しま10運動

■宴会で「残しま宣言」。開始10分・終了
10分、料理に専念して残さず食べよう

宇都宮の冬日（最低気温が0度未満の日数）と
真夏日（最高気温が30度以上の日数）の年間日数の推移（日数）
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❺燃料電池（エ
ネファーム）

補助対象経費
の10パーセント。
上限10万円

200件

❹太陽光EV連
携機器

補助対象経費
の10パーセント。
上限10万円

❸蓄電池を備え
た自動車

補助対象経費
の10パーセント。
上限30万円

❷定置型蓄電池
補助対象経費
の10パーセント。
上限30万円

220件

❶太陽光発電シ
ステム

1キロワット当た
り1万円。上限8
万円

1,000件

補助対象機器 補助金額 補助件数
（予定）

家庭向け低炭素化普及促進補助金

■暖房
▽暖房の温度
設定を控えめ
にする（目安は
20度）。
▽暖房時にド
ア・ふすまや
カーテン・ブ
ラインドを閉
める。
■照明
▽不必要な照明を
できるだけ消す。
▽高効率な照明に
買い替える。

■テレビ
▽画面を明るすぎないように
設定する。
▽必要な時以外は電源を切る。
■温水洗浄便座
▽使用しない時はふたを閉め
る。
■お風呂
▽家族が
続けて入
り、なる
べく追い
だきはしない。
■屋内全般
▽窓や床に断熱シートを利用
する。

▽隙間テープ
などを活用し
て隙間風を防
ぐ。
▽重ね着、湯
たんぽ、膝か
けなどを活用する。
■台所
▽圧力鍋などを活用して調理
時間を短くする。
▽冷蔵庫の設定を「弱」に変
える。
▽冷蔵庫を整理し、開ける時
間を短くする。
▽食器洗いで水を出しっぱな
しにしない。

環境にやさしいライフスタイル
のために、
今、選ぼう

未 来

て  ん

※❷～❹は、いずれか１つのみ申請可。

昭和13
～22

昭和23
～32

昭和33
～42

昭和43
～52

昭和54
～62

昭和63
～平成9

平成10
～19

平成20
～27

104日

32日

71日

53日

※1LEDが照らし出すのは環境に優しい未来2電車で旅行。景色を楽しむ時間。地球に優しい時間3自転
車が多い街は自然に優しい街4環境ボランティア、その影響は地球規模5昼休みは電気も一緒に休憩6電
気を消した2時間はいつもと違う話ができる7上手なラッピング、必要に応じた包装を選ぶこと8ふんわ
りアクセルを踏めば温暖化にブレーキがかかる9共同配送、荷物もCO2も一つにまとめる�カーテンは暖
房にもなる�食べ物を大切にする気持ちは、CO2も減らしてくれる�残業すると、電気まで残業になる。

1 2 3 4 5

12 6

11 78910

◎毎月1日は「もったいないの日」日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべての
ものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、人やものを大切にする「もったいない運動」を進めてい
ます。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月まで
の行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。問環境政策課☎(632)2409

開始10分

終了10分

冬日
夏日

❶太陽光発電

❸電気自動車

❹太陽光EV
　連携機器

❺燃料電池

❷定置型蓄電池
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冬
は
暖
房
機
器
や
給
湯
器
の

使
用
頻
度
が
高
ま
る
な
ど
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
用
さ
れ

る
時
期
で
す
。「
も
っ
た
い
な

い
」の
心
で
、
日
常
生
活
内
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ス
マ
ー
ト
に

使
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
し
、
電
気
代
な
ど
の
光

熱
費
も
抑
え
て
、
お
財
布
に
も

優
し
い
賢
い
暮
ら
し
方
が
大
切

で
す
。

　
生
活
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成

に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
、
そ
し
て
地
球
に

や
さ
し
い
賢
い
暮
ら
し
方
を
実

践
し
ま
せ
ん
か
。

■
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
　
普
段
の
生
活
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
賢
い
暮

ら
し
方
を
紹
介
し
ま
す
（
上
の

図
）。

■
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
よ
う
「
家
庭
向
け
低
炭
素
化

普
及
促
進
補
助
金
」
　
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を

減
ら
し
低
炭
素
化
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
こ
れ
と
連

携
し
た
電
気
自
動
車
や
蓄
電
池

な
ど
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
補
助
対
象
機
器
・
金
額
な
ど

　
左
の
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。
①
自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
機
器
を
設
置
す
る
②
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
③
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
な
ど
。

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
政
策

課
☎（
632
）２
４
０
８
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
や
、
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
日
常
の
小
さ
な
選
択
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
力
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
が
積
み
上
が
る
こ
と
で
、

地
球
環
境
を
よ
り
良
い
方
向
へ

変
え
る
大
き
な
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
「
賢
い

暮
ら
し
方
」
で
、
未
来
を
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課
☎（
632
）２
４
０

９

　
本
市
の
冬
日
と
真
夏
日
の
年

間
日
数
の
推
移
（
右
の
表
）
を

見
る
と
、
冬
日
が
減
っ
て
冬
が

暖
か
く
な
り
、
真
夏
日
が
増
え

て
夏
が
今
ま
で
よ
り
も
暑
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
１
度
上
昇
す
る
と
、

洪
水
や
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
、
３
〜
４
度
上
昇
す
る

と
、
地
球
上
の
生
物
種
の
40

パ
ー
セ
ン
ト
が
絶
滅
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
環
境
に
優
し
い
行

動
を
し
て
、
こ
う
し
た
深
刻
な

問
題
を
回
避
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は
、

「
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
、
２
０
１
３

年
度
比
で
26
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

す
る
と
い
う
目
標
達
成
の
た
め

に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
省
エ

ネ
・
低
炭
素
型
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
・
行
動
な
ど
、
温
暖
化
対

策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
賢
い
選

択
を
促
す
国
民
運
動
」
の
こ
と

で
す
。

　
例
え
ば
、
エ
コ
カ
ー
を
買
う
、

エ
コ
住
宅
を
建
て
る
、
エ
コ
家

電
に
す
る
と
い
う
「
選
択
」
、

高
効
率
な
照
明
に
替
え
る
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
い

う
「
選
択
」
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

は
じ
め
、
低
炭
素
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
実
践
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
「
選
択
」
で
す
。

8

「もったいない」の心で冬の賢い暮らし
12月は地球温暖化防止月間

　地球温暖化の大きな原因は、二酸化炭素などの温室効果
ガス排出量の増加です。
　今回は、冬こそ家庭でできる、二酸化炭素の排出を減らす
ための「賢い暮らし方」について紹介します。

※それぞれの写真は、どのような「もったいない」
　だと思いますか。詳しくは、欄外へ。
※それぞれの写真は、どのような「もったいない」
　だと思いますか。詳しくは、欄外へ。

宇
都
宮
の
平
均
気
温
も

２
度
上
昇

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る

賢
い
選
択
　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

冬
こ
そ
考
え
よ
う

賢
い
暮
ら
し
方

あ
な
た
が
選
べ
ば

未
来
は
変
わ
る

HP

　年末年始は、忘年会・新年会などが多い時期で
す。宴会での食べ残し量は、ランチ・定食の5倍と
も言われています。食べ残しを減らすことは、焼
却処分による二酸化炭素などの発生抑制など、地
球温暖化の防止にもつながります。

　まだ食べら
れるのに、捨
ててしまうの
は「もったい
ない」。捨て
られてしまう
食品を減らす
ため、「もった
いない残しま
10」運動を実
践しましょう。

忘年会・新年会でも実践しよう
もったいない残しま10運動
忘年会・新年会でも実践しよう
もったいない残しま10運動

■宴会で「残しま宣言」。開始10分・終了
10分、料理に専念して残さず食べよう

宇都宮の冬日（最低気温が0度未満の日数）と
真夏日（最高気温が30度以上の日数）の年間日数の推移（日数）
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❺燃料電池（エ
ネファーム）

補助対象経費
の10パーセント。
上限10万円

200件

❹太陽光EV連
携機器

補助対象経費
の10パーセント。
上限10万円

❸蓄電池を備え
た自動車

補助対象経費
の10パーセント。
上限30万円

❷定置型蓄電池
補助対象経費
の10パーセント。
上限30万円

220件

❶太陽光発電シ
ステム

1キロワット当た
り1万円。上限8
万円

1,000件

補助対象機器 補助金額 補助件数
（予定）

家庭向け低炭素化普及促進補助金

■暖房
▽暖房の温度
設定を控えめ
にする（目安は
20度）。
▽暖房時にド
ア・ふすまや
カーテン・ブ
ラインドを閉
める。
■照明
▽不必要な照明を
できるだけ消す。
▽高効率な照明に
買い替える。

■テレビ
▽画面を明るすぎないように
設定する。
▽必要な時以外は電源を切る。
■温水洗浄便座
▽使用しない時はふたを閉め
る。
■お風呂
▽家族が
続けて入
り、なる
べく追い
だきはしない。
■屋内全般
▽窓や床に断熱シートを利用
する。

▽隙間テープ
などを活用し
て隙間風を防
ぐ。
▽重ね着、湯
たんぽ、膝か
けなどを活用する。
■台所
▽圧力鍋などを活用して調理
時間を短くする。
▽冷蔵庫の設定を「弱」に変
える。
▽冷蔵庫を整理し、開ける時
間を短くする。
▽食器洗いで水を出しっぱな
しにしない。

環境にやさしいライフスタイル
のために、
今、選ぼう

未 来

て  ん

※❷～❹は、いずれか１つのみ申請可。

昭和13
～22

昭和23
～32

昭和33
～42

昭和43
～52

昭和54
～62

昭和63
～平成9

平成10
～19

平成20
～27

104日

32日

71日

53日

※1LEDが照らし出すのは環境に優しい未来2電車で旅行。景色を楽しむ時間。地球に優しい時間3自転
車が多い街は自然に優しい街4環境ボランティア、その影響は地球規模5昼休みは電気も一緒に休憩6電
気を消した2時間はいつもと違う話ができる7上手なラッピング、必要に応じた包装を選ぶこと8ふんわ
りアクセルを踏めば温暖化にブレーキがかかる9共同配送、荷物もCO2も一つにまとめる�カーテンは暖
房にもなる�食べ物を大切にする気持ちは、CO2も減らしてくれる�残業すると、電気まで残業になる。

1 2 3 4 5

12 6

11 78910

◎毎月1日は「もったいないの日」日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべての
ものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、人やものを大切にする「もったいない運動」を進めてい
ます。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月まで
の行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。問環境政策課☎(632)2409

開始10分

終了10分

冬日
夏日

❶太陽光発電

❸電気自動車

❹太陽光EV
　連携機器

❺燃料電池

❷定置型蓄電池


